
　令和３年度資金収支計算書
　当該年度の資金の流れ及び収入・支出のてん末を明らかにするものです。

（単位：千円）

学生生徒等納付金収入  

手数料収入  

寄付金収入 △

補助金収入 △

資産売却収入  

付随事業・収益事業収入 △

受取利息・配当金収入 △

雑収入 △

借入金等収入  

前受金収入  

その他の収入 △

資金収入調整勘定 △ △  

前年度繰越支払資金  

収入の部合計  

人件費支出  

教育研究経費支出  

管理経費支出  

借入金等利息支出  

借入金等返済支出  

施設関係支出  

設備関係支出  

資産運用支出 △

その他の支出 △

予備費  

資金支出調整勘定 △ △ △

翌年度繰越支払資金 △

支出の部合計  

図　解

※ 資金収入が資金支出を

上回り、その結果、

繰越金が3億9,501万円

増加しました。

資金収支差額　収入超過

収入合計 支出合計

91億2,962万円 91億2,962万円

資金収入…学生生徒等納付金収入から資金収入調整勘定まで

資金支出…人件費支出から資金支出調整勘定まで

70,442 11,961

0

309,691

9,169,265

3,770,054

350,655

資金収入

233,318

13,253

137,019

39,633

資金支出

76,373

9,129,632

3,907,073

337,402

6,960

6,377

前年度繰越支払資金

35億1,205万円

52億2,255万円

次年度繰越支払資金

39億707万円

56億1,757万円

59,578

科　　目

3,974,685

65,520

24,205

予　算

13,500

0

230,091

314,718

87,994

91,813

予　算 決　算

89,981

32,583

91,056

13,500

83,604

39,543

423,943

220

3,345,096

0

757

40,215

17,610

274,706

500,768

11,518

0

0 0

58,481

219

3,437,368

1,366,979

394,415

1,283,420

3,512,058

9,169,265

1,127,575

差　異

5,783

23,118

決　算

1,145,185

59,737

25,352

2,126

3,951,567

90,148

9,129,632

3,512,058

517,801

276,832

17,033

1,147

274,503

0

241,609

2,154

差　異

29,528

92,272

83,559

39,633

0

科　　目

1

59,578

3億9,501万円

翌年度に入
学予定の学
生生徒等か
ら受入れる
授業料等で
す

入学検定料等
の収入です

収入で計上した
が未収のものや、
前年度までに受
入れた前受金を
減額して、収入
額を調整するも
のです

支出で計上した
が未払いのもの
や、前年度まで
に支払った前払
金を減額して支
出額を調整する
ものです

総務、経理等
直接教育に関
わらない経費
です

パソコン等の
備品や図書を
取得するため
の支出です

土地、校舎等
を取得するた
めの支出です



　令和３年度事業活動収支計算書
　事業活動上で得た収入（消費収入）と人件費等の諸経費（消費支出）のバランスを明らかに

　するためのものです。

（単位：千円）

△

△

△

△

※ この計算書は、企業では損益計算書に相当するものですが、目的が大きく違い、学校法人は、収支の

均衡状態を表し、企業は、経営成績つまり収益の状態を表すための計算書です。一例として、収支の

バランスを、企業は「黒字」・「赤字」、学校法人は「収入超過」・「支出超過」と表現される違い

があります。 収入は切り捨て、支出は切り上げで算定しています。

本学は、基本金を組入れる前の収支差額は、4,230万円の収入超過となりました。

付随事業収入 70,442

0

12,980

事
業
活
動
支
出
の
部

経常収支差額

金　　額

基本金組入前当年度
収支差額

その他の特別支出

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

その他の特別収入

10,903

696

3,078,590

42,304教育研究経費

5,526,521

借入金等利息

教育活動支出計

基本金組入額合計

特別収支差額

当年度収支差額

491,666

学生生徒等納付金

手数料

寄付金

資産売却差額

59,737

25,991

　
　
　
事
業
活
動
収
入
の
部

科　　目

特別収入計

金　　額

90,149

219

226,258 101

11,004

特
別
収
支

1,976

12,980

資産処分差額

0

前年度繰越収支差額

基本金取崩額

翌年度繰越収支差額

事業活動支出計

2,957,985

121,301

5,537,744

5,580,048事業活動収入計

43,000

経常費等補助金

雑収入

事
業
活
動
支
出
の
部

特別支出計5,476,919教育活動収入計

1,646,054

管理経費等

人件費

教
育
活
動
収
支

49,602

90,149

0

受取利息・
配当金

その他の教育
活動外収入

事
業
活
動
収
入
の
部

科　　目

3,951,567

3,388,801

教
育
活
動
外
収
支

教育活動収支差額

教育活動外支出計

その他の教育
活動外支出

教育活動外収入計

教育活動外収支差額

1,142,924

219

89,930

40,328

教育活動に
対する事業
活動の収支
を明らかに
するもので
す。

教育活動外
に対する事
業活動の収
支を明らか
にするもの
です。

教育活動と
教育活動外
に対する事
業活動以外
の活動の収
支を明らか
にするもの
です。



　令和３度貸借対照表
　その時点での財政状況を示すものです。

（単位：千円）

固定資産 △

　有形固定資産 △

　特定資産 △

　その他の固定資産  

（減価償却累計額） △ △ △

流動資産  

 

固定負債  

流動負債 △

 

基本金 △

　第1号基本金 △

　第2号基本金  

　第3号基本金  

　第4号基本金  

繰越収支差額 △ △  

　翌年度繰越収支差額 △ △  

 

 

図　解

資産の部 負債の部① ※ 総資産（負債及び純資産）

前年度より6,910万円増加

基本金の部②

繰越収支差額の部③

純資産額(②＋③) 205億5,943万円

資産総額 235億2,195万円 負債総額①＋純資産額(②＋③) 235億2,195万円

参考 第１号基本金…設立当初並びに設立後に取得した固定資産若しくは規模の拡大や教育の充実向上の

　  　　　　　ために取得した固定資産の額

第２号基本金…将来取得する固定資産に充てる金銭その他の資産の額

第３号基本金…基金として継続的に保持し、運用する金銭その他の資産の額

第４号基本金…恒常的に保持すべき支払資金の額

148,423 145,416 3,007

純資産の部合計 20,559,430 20,517,127 42,303

23,517,416

2,957,986

2,957,986 3,078,590

120,604

401,384

8,906,438 8,968,919

120,604

23,595,717 78,301

13,726

0

3,078,590

400,142

10,340,552

前年度末 増　減

19,395,413 19,795,555

本年度末

科　　目

10,681,220 340,668

11,742,685 11,485,304 257,381

科　　目

4,126,543 3,657,297 469,246

62,481

資産の部合計 23,521,956 23,452,852 69,104

本年度末 前年度末 増　減

前年度末 増　減

2,057,730 2,017,203 40,527

904,796 918,522

△29億5,798万円

0

負債の部合計 2,962,526 2,935,725 26,801

科　　目 本年度末

83,287

406,370

（100.0％）

21,615,333

329,000 329,000

4,986

1,250,000 1,250,000

23,452,852

235億1,741万円235億2,195万円

69,104

21,532,046

（-12.6％）

29億6,252万円

（12.6％）

負債及び純資産の部合計 23,521,956

（100.0％）

各種引当特定
資産や預託金
等があります 現金預金、未収

入金、前払金等
があります

返済期限が１
年を超える借
入金や退職給
与引当金があ
ります

返済期限が１年
以内の借入金、
未払金、前受金、
預り金等があり
ます

この額は資産
総額と一致し
ます

学園が永続的に
存続するために
必要な資産等で
す
※下の参考をご
覧下さい


